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東海理化グループの
競争優位性

東海理化グループの競争優位性 価値創造を高める6つの資本
当社は創業以来、何でもやる「理・化・電・機」の精神、技術を組み合わせて新たな価値を創る力、困難の際には社内外問わず協力し
助け合う企業風土を築き上げてきました。数々の技術開発や生産技術はこの3つのキーワードを土台としています。

経営資本は社会からの要請・課題に応えるための土台になります。東海理化グループは価値創造プロセスを繰り返し経営資本を
充実させることにより、社会の持続可能性と企業の持続可能性の両立を図っていきます。

東海理化グループの
6つの経営資本

財務資本 知的資本

人的資本 自然資本

製造資本

社会関係資本

キーロックレバーコンビネーション
スイッチ

シフトレバーパワーウィンドウ
スイッチ

シートベルト

3つのキーワードによって生み出された
世界シェアトップクラスの製品

東海理化の価値観 長期戦略 実行戦略 ガバナンス 成果と重要な成果指標（KPI）

財務資本

2024年度の営業利益は過去最高益と
なり、中期経営計画での2025年度目標に
対しては、1年前倒しで達成しました。
これは既存製品の減少が想定より小さく、

拡販も順調に進んでいることが主要因

で、原価企画や合理化、拡販活動、費用

回収などを確実に進めてきた成果です。

P.41 製造資本

バイオマス複合材料「BAMBOO+®

（バンブープラス）」の生産開始に向け、

高知県香南市に新たに工場を取得しま

した。また、国内では株式会社東海理化

トウホクで、海外ではインドにあるトウ

カイリカミンダインディア株式会社の

新工場で出荷を開始しました。

P.5 知的資本

毎年売上高の5～6%の研究開発費を
投入しています。

経営戦略・開発戦略・知財戦略を連

携させた三位一体の活動により、知的財

産を価値創出と事業成長の源泉として

活用し、企業価値向上を図っていきます。

P.33

人的資本

当社は2024年5月に人的資本経営の
推進を公表し、TRV2030では健康経
営の推進、変革をリードする人財の育
成、挑戦・成長・活躍機会のさらなる拡
大の三本柱で推進します。

どんな最先端の技術やシステムでも、人の感覚とズレがあれば使いものになりません。
技術の進化を社会に実装させるためには、そのズレを解消するための「最後のひと手間」が必要です。
当社は、3つのキーワードをもとに、その「最後のひと手間」を担う価値を生み出してきました。

P.53 社会関係資本

事業による社会課題解決を積極的に
推進していくためにはマルチステーク
ホルダーは不可欠であると考え、取引先
さまとは年に1回の説明会とは別に個別
に訪問を実施し、機関投資家・アナリスト
との対話を増やし、工場近隣住民とは
年に1回地域懇談会を開催しています。

P.77 自然資本

「カーボンニュートラル戦略2030」の
目標を設定し、その達成に向けて、製品、
生産、物流、調達の観点からライフサイ
クル全体で取り組んでいきます。

P.47

「理・化・電・機」の精神

当社の正式名称「東海理化電機製作所」の

「理化電機」は、「物理・化学・電気・機械

何でもやる」「生産力・技術力・販売力・

資本力のバランスがとれた会社にする」と

いう創業者の想いが込められています。

技術を組み合わせて
新たな価値を創る力

組立に留まらず、成形・プレス・鋳造・鍛造・

金型・設備・半導体・電子組立・ソフトウェア

を自ら手掛けることを通じて幅の広い固有

技術を身に付けてきた当社は、クルマの変化

にも技術を組み合わせて新たな価値を

つくり上げてきました。

協力し助け合う企業風土

当社には、お客さまがお困りの際にはすぐに

動く企業風土があり、それが1967年のシフト
レバーなどの新規受注に結び付きました。

また、2000年の東海豪雨で西枇杷島工場が
被災した際には、部署関係なく自ら積極的に

動いて地域と工場の復興につとめ、困難の

際にはすぐに動ける文化が根付いています。
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